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教員、職員、学生、フィールド、
出会う人々
すべてがリソース（＋という経験）





5/22 第1回事前学修
・授業目的の説明、夏期研修概要について。
・原爆関連の基礎知識（１）
・グループワーク（主にアイスブレイクとチームビルディング）

課題 NHKスペシャル「きのこ雲の下で何が起きていたのか」視聴

8/4～8/8 現地実習 HJU12名+KGU19名
・フィールドワーク、座学、ディスカッション、プレゼンテーション。
・出会うすべてをリソースとして。
・この時でなければならない出会いが起こる。

7/3 第2回事前学修
・原爆関連の基礎知識（１）
・グループワーク（学んだことの整理）

※【課題】夏期研修までに複数回ビデオ会議で自主ミーティングをしておく。

学び
の質

安全
安心

8/2～ 大阪 緊急事態措置7/31 47人 8/1 51人 8/2 54人





デジタルコラボレーション
ツールの活用

学び
の質

安全
安心







・ZOOMによる講義
・ZOOM（ブレイクアウトルーム）によるチームビルディング
・Jamboardを使用したグループワーク（学修内容の整理）

＋夏期研修までに各グループ毎に自由にビデオ会議システムを活用してグループワークを完成させること

・Jamboardは使い勝手がよかった。
・コミュニケーションはあえて「丸投げ」しつつ、

Jamboardでの進捗を観察して介入の要否を判
断した。



・平和記念公園内にある記念碑の説明を通して被爆の実相を追体験しつつ、問題を捉える視座を獲得する。
・密集状態を避けつつ、説明をするには．．．？熱中症も心配。
・Youtube LIVEによる説明をスマートフォンで視聴してもらう。



・平和記念公園内にある記念碑の説明を通して被爆の実相を追体験しつつ、問題を捉える視座を獲得する。
・密集状態を避けつつ、説明をするには．．．？熱中症も心配。
・Youtube LIVEによる説明をスマートフォンで視聴してもらう。

・最大の問題は「熱」！
・タイムラグも大きい。
・途中でスマートフォンからZOOMによる配信

に切り替えた。



・密集状態を避けつつ、ディスカッションをするには．．．？
・対面での会話を避け、マスク有でも聞こえやすいように、教室内でGoogle Meetを活用。

・慣れない形式のため、結局対面でディスカッ
ションを始めてしまうグループもあったが、
距離の取り方などについて留意することにつ
ながった。

配布資料からはビデオは
省かせていただきます。



・ワークショップの成果として、翌々日から始まるフィールドワークの計画書（第１案）をGoogle Docsを使って
作成。

・当日夜に授業担当者が、テーマや実行可能性などをチェックして、コメント。
・グループも無理のない範囲で夜間にも作業するよう促した。

・授業担当者の見解やアドバイスや関連資料の
URLなども書きこむことができたのは大きな
利点であった。

・グループワークやフィールドワークの進捗状
況のチェックにも活用できた。

・夜間のワークは対面に比べるとかなり限定的
であった。



・HJU生はGoogle Classroom、KGU生はLUNA(KGU独自システム）を使用。共通のプラットフォームの必要性。
・Slackにワークスペースを準備し、研修開始前に招待リンク経由で登録を促した。
・generalのほか、グループごとのチャンネル（ただしあえてオープン）、資料のチャンネルを設けた。

・進捗と健康状況の把握のため、各グループか
ら定時連絡を入れてもらった。

・特別講師の講義中に話題に上がった関連資料
や、フィールドに関する資料、リアルタイム
での報道資料など、随時アップした。

・参加者からの随時の質問や情報提供など、活
用が進んだ。

・ZOOMやGoogleフォトとの連携も便利。
・サムネイル表示がありがたい。



・ZOOMによる全体ミーティング
・KGU生は宿泊個室、HJU生は自宅。またはフィールドワーク先から接続。
・グループごとに活動の振り返りを行った。

・学びの進捗状況や心身の状態などを把握するこ
とができた。

・できるだけ多くの参加者が何らかの発言ができ
るようにリードした。

・場所にとらわれることなくディスカッションに
参加できた一方で、移動に重なってしまって参
加できない学生もいた。

配布資料からはスクリー
ンショットは省かせてい
ただきます。



・グループごとにMS PowerpointまたはGoogle Slideで発表。
・発表後すぐにピアレビューをGoogle Formを使って集約し、コメント部分を匿名でまとめてSlackで配信。授業

担当者からの講評もSlackで返した。

・他のグループの参加者からのコメントは励まし
や新たな気づきにつながった。

・質疑応答に有効に時間を使うことができた。
・従来は収集できなかったコメントも収集できた。





ZOOM（使いやすさ） 3.68

ZOOM（役立ち度） 3.84

Google Meet（使いやすさ） 3.28

Google Meet（役立ち度） 3.16

Jamboard（使いやすさ） 3.36

Jamboard（役立ち度） 3.44

Slack（使いやすさ） 4.12

Slack（役立ち度） 4.32

※回答者26名。5段階評価の平均。

【デジタルツールについて】
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• マスクを外していても同じ方向を向いて食べることを徹底していたグループを参考にして、黙食・で
きれば同じ方向を向いて食べることを意識し、感染対策をしていました。

• 各部屋での朝食や全員が同じ方向を向いて食べる食事は今のご時世特有のものですが、徹底的に行わ
れていたように思います。もう少し手指消毒をする機会があっても良かったのかなとも感じました。

• マスクは徹底していましたが、議論が白熱すると飲食中にも議論を始めてしまったのは反省すべきだ
と思いました。今後、同じようなものに参加する際は気をつけたいと思います。

• グループのみんなで感染対策をきちんとし、今コロナが本当に身近な存在であるという危機感を改め
ることができた。

【学生の声より（感染症対策）】

【学生の声より（熱中症対策）】
• 日傘をさしてもすごく暑くて、適宜涼むことの大切さを再確認しました。

• できるだけ日陰を歩いたり、こまめに飲み物を飲むなど、熱中症対策については万全にできたと思い
ます。

• グループで行動する時に、自分たちのタイミングで休憩することも必要ですが、時間を設定して規則
的に休憩や水分を摂るようにすると、定期的に休めることができると思います。

• 健康係を中心にグループの中で体調を確認していました。特に改善点は思いつきません。昼食時など
塩あめも用意してくださってありがとうございました。



• 今回、初めて広島という地を訪れ、平和とは何であるのか、私たちには何ができるのかを見出すこと
ができたと思う。貴重な体験に溢れたこの時間は、教員になりたいと思う理由がまた一つ増え、自分
を前に成⾧させてくれたようにも感じる。広島という地や、原爆に向き合う時間を作ってくださり、
考え、挑戦する場を掴ませて下さりありがとうございました。

• 研修をやる前とやった後では、自分でも驚くほどの変化がありました。これは受動的な学習と能動的
な学習の差です。平和学習に限らず、今後の人生においても重要な、十分に価値のあるものだと思い
ます。一時は困難もありましたが、関係する全ての人に大きく感謝します。本当にありがとうござい
ました。

• とても有意義なものになりました。コロナ禍で行動が制限されることもありましたが、同じことを勉
強しているメンバーが集まったことで、スムーズにテーマを決めることができ、内容を深く掘り下げ
ることができたと思います。学習の場を設けていただきありがとうございました。他県の学生との交
流ということもあり、広島で育った私とは違う新鮮な考えに触れることができ、大変勉強になりまし
た。

• まず、原爆について学びたいと考える同世代の方々と出会えたこと、そのような機会を設けてくだ
さったことに感謝しています。このようなご時世の中、貴重な講義や平和祈念式への参加など、私1人
では決して実行することのできない研修内容で構成されていて、私の財産となる体験をすることがで
きました。フィールドワークでは私たちが"広島に足を運んだからこそ学べること"を発見できるように
様々なサポートをしてくださり、こちらの授業を履修することができてよかったと心から思えました。

【学生の声より（学んだこと）】
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